平成 (へいせい)２９年度 (ねんど)第 (だい)１２回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にちじ)：平成 (へいせい)３０年 (ねん)３月 (がつ)１２日 (にち)（月 (げつ)）１３：３０～１５：３０
場所 (ばしょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんかしゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)８名 (めい)、事務局 (じむきょく)１名 (めい)

１．会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
（１）市町 (しまち)担当 (たんとう)職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)と事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)について
　　　来年度 (らいねんど)の市町 (しまち)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)担当 (たんとう)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修会 (けんしゅうかい)で伝 (つた)えたいことと参加者 (さんかしゃ)について話 (はな)し合 (あ)いました。

（２）地域 (ちいき)開催 (かいさい)の報告 (ほうこく)と来 (らい)年度 (ねんど)の活動 (かつどう)について
　　　３月 (がつ)８日 (にち)（木 (もく)）に聖 (せい)マッテヤ (まってや)心 (しん)豊 (ぽう)苑 (えん)で今年度 (こんねんど)３回目 (かいめ)の地域 (ちいき)開催 (かいさい)を行 (おこな)いました。当日 (とうじつ)の様子 (ようす)について参加者 (さんかしゃ)が報告 (ほうこく)し、来年度 (らいねんど)の活動 (かつどう)について話 (はな)し合 (あ)いました。



	（１）市町 (しまち)担当 (たんとう)職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)と事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)について

	・基本的 (きほんてき)に、研修会 (けんしゅうかい)の参加者 (さんかしゃ)は、新 (あたら)しく障害 (しょうがい)福祉 (ふくし)に携 (たずさ)わる市町 (しまち)の職員 (しょくいん)です。
・今年度 (こんねんど)の研修 (けんしゅう)はディスカッション (でぃすかっしょん)の部分 (ぶぶん)で話 (はなし)が少 (すく)なかったように思 (おも)います。ディスカッション (でぃすかっしょん)の部分 (ぶぶん)はもう少 (すこ)し話 (はなし)の分量 (ぶんりょう)を多 (おお)くしても良 (い)いのではないでしょうか。
・名簿 (めいぼ)を使 (つか)い市町 (しまち)の職員 (しょくいん)にランダム (らんだむ)で質問 (しつもん)をしましたが、当 (あ)てた人 (ひと)が欠席 (けっせき)ということが続 (つづ)きました。
・行政側 (ぎょうせいがわ)の主張 (しゅちょう)ばかりで、本人 (ほんにん)の話 (はなし)は聞 (き)こうとしてくれないことがあります。
・相手 (あいて)の考 (かんが)えも尊重 (そんちょう)しながら、思 (おも)いを伝 (つた)えていかなければならないと思 (おも)います。
・計画 (けいかく)相談員 (そうだんいん)と市町 (しまち)の職員 (しょくいん)の関 (かか)わりの中 (なか)で、計画 (けいかく)相談員 (そうだんいん)が「本人 (ほんにん)の思 (おも)いを伝 (つた)える」ということの重要性 (じゅうようせい)が増 (ま)してきているといった状況 (じょうきょう)があります。
・高次 (こうじ)脳 (のう)機能 (きのう)障害 (しょうがい)に関 (かん)しては、ほかの障害 (しょうがい)と比 (くら)べて制度 (せいど)が整 (ととの)っていない現状 (げんじょう)です。
・高次 (こうじ)脳 (のう)機能 (きのう)障害 (しょうがい)の特性 (とくせい)で、役所 (やくしょ)で伝 (つた)えたいことを伝 (つた)えきれないことがあります。
・障 (しょう)がい者 (しゃ)は困 (こま)っているという固定 (こてい)観念 (かんねん)があるのではないでしょうか。
・ヘルパー (へるぱー)さんを親 (おや)と間違 (まちが)えられることがあります。
・私 (わたし)ではなく支援者 (しえんしゃ)に話 (はなし)をします。
・役所 (やくしょ)の書類 (しょるい)が分 (わ)かり辛 (づら)いです。
・職員 (しょくいん)が差別 (さべつ)解消法 (かいしょうほう)について理解 (りかい)することは必要 (ひつよう)だと思 (おも)います。
・移動 (いどう)支援 (しえん)は市町 (しまち)によって取 (と)り扱 (あつか)いに差 (さ)があります。必要 (ひつよう)な人 (ひと)が使 (つか)えるサービス (さーびす)にするべきではないでしょうか。
・施設 (しせつ)では外出 (がいしゅつ)することが行事 (ぎょうじ)になっています。
・支援 (しえん)区分 (くぶん)認定 (にんてい)調査 (ちょうさ)のときに調子 (ちょうし)が悪 (わる)くなっていたため、ヘルパー (へるぱー)の利用 (りよう)時間 (じかん)を増 (ふ)やしてもらいたかったのに、「3年前 (ねんまえ)と変 (か)わりないですね。」と言 (い)われ、結果 (けっか)ヘルパー (へるぱー)の利用 (りよう)時間 (じかん)も増 (ふ)やしてもらえなかったです。



	（２）地域 (ちいき)開催 (かいさい)の報告 (ほうこく)と来 (らい)年度 (ねんど)の活動 (かつどう)について

	・聖 (せい)マッテヤ (まってや)心 (しん)豊 (ぽう)苑 (えん)での地域 (ちいき)開催 (かいさい)は参加者 (さんかしゃ)０人 (にん)でした。
・施設 (しせつ)の催 (もよお)しと重 (かさ)なり、交流会 (こうりゅうかい)へご参加 (さんか)いただけた方 (かた)はいませんでした。
・事前 (じぜん)に施設 (しせつ)の職員 (しょくいん)に主旨 (しゅし)等 (とう)の説明 (せつめい)はしましたが、上手 (うま)くいきませんでした。
・施設 (しせつ)職員 (しょくいん)の熱意 (ねつい)の違 (ちが)いを感 (かん)じました。
・施設 (しせつ)での地域 (ちいき)開催 (かいさい)は職員 (しょくいん)を巻 (ま)き込 (こ)んで行 (おこな)っていかなければならないと思 (おも)いました。
・当日 (とうじつ)は来 (らい)年度 (ねんど)の取 (と)り組 (く)みについて話 (はな)し合 (あ)いをしました。今 (いま)まで交流 (こうりゅう)のなかった機関 (きかん)などとの交流会 (こうりゅうかい)や、各地域 (かくちいき)でプロジェクト (ぷろじぇくと)を開催 (かいさい)するなどの意見 (いけん)がありました。
・来年度 (らいねんど)は年度 (ねんど)初 (はじ)めにプロジェクト (ぷろじぇくと)の活動 (かつどう)の年間 (ねんかん)計画 (けいかく)を立 (た)てて、進 (すす)めていこうと思 (おも)います。
・どの様 (よう)な成果 (せいか)があったのかと、どの様 (よう)な活動 (かつどう)を行 (おこな)っていくのかを話 (はな)し合 (あ)います。

（今年度 (こんねんど)の振 (ふ)り返 (かえ)り）
・障害 (しょうがい)の違 (ちが)いはあるけれど、分 (わ)かり合 (あ)える部分 (ぶぶん)があったと思 (おも)います。それと同時 (どうじ)に認識 (にんしき)や思 (おも)いのずれを感 (かん)じる部分 (ぶぶん)もあります。
・プロジェクト (ぷろじぇくと)の目的 (もくてき)について今一度 (いまいちど)確認 (かくにん)する必要 (ひつよう)があるのではないでしょうか。
・ほとんどの会議 (かいぎ)を津 (つ)市 (し)で行 (おこな)っている状況 (じょうきょう)です。
・安心 (あんしん)したくらしに向 (む)けた話 (はな)し合 (あ)いの場 (ば)のはずが、個人的 (こじんてき)な意見 (いけん)や思 (おも)いを出 (だ)し合 (あ)う場 (ば)になってしまっています。
・プロジェクト (ぷろじぇくと)の中 (なか)にも多数派 (たすうは)と少数派 (しょうすうは)や強者 (きょうしゃ)と弱者 (じゃくしゃ)が出来 (でき)てしまっているような気 (き)がします。
・ぶつかっても本音 (ほんね)で話 (はな)し合 (あ)うことが必要 (ひつよう)なのではないでしょうか。

（今後 (こんご)の取 (と)り組 (く)みについて）
・伊賀圏域 (いがけんいき)（くらし部会 (ぶかい)）との意見 (いけん)交換会 (こうかんかい)を行 (おこな)うことができそうです。
・市町 (しまち)の相談 (そうだん)関係 (かんけい)の事業所 (じぎょうしょ)や学校 (がっこう)関係 (かんけい)との交流会 (こうりゅうかい)を行 (おこな)いたいです。
・各地域 (かくちいき)の自立 (じりつ)支援協 (しえんきょう)議会 (ぎかい)（本人 (ほんにん)部会 (ぶかい)等 (とう)）との交流 (こうりゅう)を行 (おこな)いたいです。
・地域 (ちいき)の研修会 (けんしゅうかい)に呼 (よ)んでもらえるようになるといいです。
・私 (わたし)たちの勉強会 (べんきょうかい)も必要 (ひつよう)ではないでしょうか。
・各地域 (かくちいき)で当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)が開催 (かいさい)できればいいなと思 (おも)います。
・当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)の活動 (かつどう)の報告会 (ほうこくかい)を行 (おこな)います。



３．これからの内容 (ないよう)について
　（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
　　○当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)
　　　・４月 (がつ)１７日 (にち)（火 (か)）午後 (ごご)１時 (　じ)３０分 (　ふん)
　　　・５月１５日（火）午後 (ごご)１時 (　じ)３０分 (　ふん)

　　○研修会 (けんしゅうかい)等 (とう)
　　　・市町 (しまち)障 (しょう)がい福祉 (ふくし)担当 (たんとう)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修会 (けんしゅうかい)
４月 (がつ)１０日 (にち)（火 (か)）

　　　・障 (しょう)がい福祉 (ふくし)サービス (さーびす)事業所 (じぎょうしょ)職員 (しょくいん)等 (とう)基礎 (きそ)研修 (けんしゅう)会 (かい)
６月 (がつ)２日 (にち)（土 (ど)）

○平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)第 (だい)１回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・次回 (じかい)（第 (だい)１回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)３０年 (ねん)４月 (がつ)１７日 (にち)（火 (か)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)からです。

